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関連論文

制振構造は、災害時に人命・財産を守ることや建物機能を維持することに優れ、特に鋼構造での

適用例が増加しており、制振ダンパーで地震のエネルギーを吸収して、架構は制振ダンパーのエ

ネルギー吸収を妨げないために損傷しないように設計されます。一方で、床スラブや接合部周辺の

複雑な挙動は未解明な部分は多く、建物の性能を正しく把握するためにもこれらの挙動を解明す

る必要があります。本研究室では、こうした背景を踏まえて、実大建物震動台実験やその一部分を

抽出した部分架構実験によって、制振構造の弾性挙動から終局挙動の解明を目指しています。
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揺らす・壊すで解き明かす建物の強さ
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(a) 基準階伏図 (b) X2 構面軸組図 (A 断面) 
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(c) Y1 構面軸組図 (B 断面) 
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図 2-1-1 試験体建物概要 

実験座標系 

試験体外観 

ダンパーと階段 

計測架台と非構造材 

基礎梁とガセット接合部 

屋上鉄板おもりと起振機 

◆震動台実験によって実際の地震時の挙動に近いデータで分析できる

◆部分架構実験によって、局所挙動の解明や終局時の挙動を解明できる。

建物の挙動を精緻に解明することで、合理的かつ、地震後にも継続して使用できる建物の設計を

目指しています。最近では実験結果と理論式を用いて部材の損傷分析をしています。

●関連論文 =松田頼征，笠井和彦，元結正次郎，小橋知季，松田和浩：コンクリートスラブが取付く実大部分鉄骨架
構に層間変形とダンパー力を与えた実験研究，日本建築学会構造系論文集
松田頼征，笠井和彦：層間変形角とダンパー力によって2つの異なる位相による歪を受ける合成梁の挙動：実
大建物の震動台実験に基づく考察，日本建築学会技術報告集

実大5層制振建物の震動台実験

部分架構実験

鋼梁の局部座屈 床スラブのひび割れ

接合部の主歪分布 床スラブの歪分布（圧縮歪作用時）歪成分の分離方法の提案

Kf (kN/mm)

架構剛性の推移


